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懇
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整
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※
文
中
の
「
―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
―
」
は
、

中
略
部
分
で
す
。

一
部　

講
義

思
想
を
通
じ
て
身
に
つ
け
る
活
元
運
動　

Ⅳ

「
瞑
想
法
」
と
し
て
の
野
口
整
体

二
〇
一
三
年
十
二
月
十
四
日　

会
場 

小
嵐
亭
（
松
の
間
）

は
じ
め
に

１　

活
元
運
動
を
「
思
想
を
通
じ
て
理
解
す
る
」
と
は

２　

昨
年
の

「
思
想
を
通
じ
て
身
に
つ
け
る
活
元
運
動 

Ⅲ
（
小
嵐
亭
）」

を
振
り
返
っ
て

１　

活
元
運
動
を
「
思
想
を
通
じ
て
理
解
す
る
」
と
は

　

活
元
運
動
は
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
保
つ
」
た
め
の
も
の
で
す
。

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
―

『
野
口
整
体
と
科
学　

活
元
運
動
』
第
一
部 

第
三
章 

三
１

　
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
保
つ
」と
い
う
理
念
は
、野
口
整
体
の「
全

生
」
思
想
の
基
本
で
す
。
こ
こ
に
は
、「
健
康
は
医
療
が
管
理
す
る
」

西
洋
医
学
と
野
口
整
体
の
、「
生
命
観
」
の
上
で
の
大
き
な
差
異
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
活
元
運
動
を
、
当
会
が
主
題
と
す
る
「
思
想
を
通
じ
て

0

0

0

0

0

0

身
に

つ
け
る
」
こ
と
が
、
こ
の
講
義
の
目
的
で
す
。

『
野
口
整
体
と
科
学　

活
元
運
動
』
第
一
部 

第
三
章 

一
１ 

　
〝
活
元
運
動
〟
の
起
源
は
、師
野
口
晴
哉
が
古
神
道
に
伝
わ
る
「
霊

動
法
」
を
体
験
し
た
こ
と
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
霊
動
法
で
は
、
あ

る
種
の
霊
が
そ
の
人
を
動
か
し
健
康
に
至
ら
し
め
る
と
い
う
解
釈
も

あ
り
、
迷
信
的
な
捉
え
方
に
な
り
が
ち
で
し
た
（
狐
憑つ

き
、
神
懸が

か

り
な
ど
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
）。

　

師
は
自
ら
の
実
践
を
通
じ
て
そ
の
本
質
を
見
抜
き
、
西
洋
医
学
の

生
理
学
的
な
解
釈
（
錐
体
外
路
系
運
動
）
を
付
与
し
、
積
極
的
に
健

康
保
持
に
役
立
て
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
の
み
な
ら
ず
、「
整
体
」

に
深
層
心
理
学
を
取
り
入
れ
た
師
は
、
無
意
識
を
啓
く
た
め
の
「
身
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体
の
開
墾
と
し
て
の
行
」
と
し
て
位
置
づ
け
た
の
で
す
。

　

当
会
で
は
二
〇
〇
五
年
四
月
よ
り
の
会
報
を
通
じ
て
、
活
元
運
動

に
お
け
る
思
想
、
そ
れ
は
、「
整
体
」
と
い
う
身
体
と
の
「
心
理
的
・

精
神
的
な
関
係
」
を
表
現
し
て
き
ま
し
た
。
既
に
、
こ
こ
に
、
活
元

運
動
を
「
思
想
を
通
じ
て
理
解
す
る
」
と
い
う
活
動
が
始
ま
っ
て
い

ま
し
た
。

　

思
想
は
知
的
理
解
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
野
口
整
体
の
世
界
に
お

い
て
は
、
何
よ
り
「
身
体
感
覚
」
を
高
め
る
こ
と
が
肝
要
で
、
こ
れ

が
修
養
で
す
。
修
養
の
た
め
に
必
要
な
知
的
理
解
が
教
養
で
す
。

　

ぽ
か
ん
と
し
て
活
元
運
動
に
良
く
入
っ
て
行
く
と
、
ト
ラ
ン
ス
状

態
に
な
る
の
で
す
が
、
こ
れ
は
変
性
意
識
状
態
と
も
呼
ば
れ
、
こ
の

意
識
に
至
る
こ
と
が
瞑
想
法
（
註
）
で
す
。

『
野
口
整
体
と
科
学　

活
元
運
動
』
第
一
部 
第
二
章 

二
３

（
註
）
瞑
想
法

　
一
般
的
な
瞑
想
法
の
説
明
は
、
姿
勢
を
正
し
て
坐
り
、

腰
骨
を
立
て
上
体
の
力
を
抜
い
て
、
呼
吸
に
意
識
を
集
中
す
る
。

外
界
に
向
い
て
い
た
意
識
を
、
内
界
・
身
体
感
覚
や
呼
吸
に
向
け

て
、
只ひ

た
す
ら管

に
坐
る
（
只し

か

ん管
打た

ざ坐
）
。
活
元
運
動
の
場
合
も
同
様
に
、

考
え
る
理
性
的
な
意
識
の
レ
ベ
ル
が
下
が
り
、
変
性
意
識
状
態
に

導
か
れ
る
。

　

し
か
し
変
性
意
識
状
態
は
、
そ
の
人
の
人
柄
や
「
教
養
・
文
化
」

の
差
異
に
よ
り
、
大
き
く
異
な
っ
て
来
る
の
で
す
。
そ
こ
で
、
活
元

運
動
に
「
教
養
と
修
養
」
が
必
要
だ
と
い
う
わ
け
で
す
。
こ
れ
を
高

め
、ま
た
深
め
る
た
め
の
思
想
教
育
が
当
会
の
あ
り
方（
信
条
）で
す
。

　

思
想
と
は
、哲
学
の
世
界
で
「
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
、

体
系
的
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
意
識
の
内
容
」
を
言
い
、「
そ
の
人
の

生
き
方
、
社
会
的
行
動
な
ど
に
一
貫
し
て
流
れ
て
い
る
、
基
本
的
な

物
の
見
方
、
考
え
方
」
な
の
で
す
。

　

哲
学
者
の
森
有あ

り

正ま
さ

氏
（
一
九
一
一
～
一
九
七
六
年
）
は
、
師
野
口

晴
哉
を
「
日
本
に
初
め
て
真
の
思
想
家
が
現
れ
た
」
と
評
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、当
会
で
は
二
〇
一
二
年
の
「
Ⅰ
～
Ⅲ
」

の
講
義
を
始
め
と
し
て
、活
元
運
動
を
「
思
想
を
通
じ
て
理
解
す
る
」

教
育
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
回
「
Ⅳ
」
か
ら
は
本
格
的
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
―

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
―
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一　

全
生
思
想
と
私
の
歩
み

１　

私
が
選
ん
だ
「
生
き
方
と
し
て
の
野
口
整
体
」

― 
野
口
整
体
を
「
革
命
的
な
思
想
」
だ
と
捉
え
た

２　

無
意
識
の
世
界
（
身
体
）
を
知
ら
な
い
現
代
人

３　

全
生
思
想

４ 

「
自
身
の
生
命
力
を
拠
り
所
と
す
る
」

野
口
整
体
の
生
き
方
は
東
洋
宗
教

『
野
口
整
体
と
ユ
ン
グ
心
理
学　

心
療
整
体
』

１　

私
が
選
ん
だ
「
生
き
方
と
し
て
の
野
口
整
体
」

― 

野
口
整
体
を
「
革
命
的
な
思
想
」
だ
と
捉
え
た

　

師
野
口
晴
哉
が
亡
く
な
っ
て
、
今
年
（
二
〇
一
三
年
）
で
三
十
七
年

に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
に
、
野
口
整
体
は
多
く
の
人
々
に
よ
る
様
々
な

解
釈
を
経
て
、
健
康
や
教
育
な
ど
の
分
野
で
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
私
は
一
直
弟
子
と
し
て
整
体
指
導
を
継
続
し
て
き
ま

し
た
が
、「
潜
在
意
識
」
を
重
視
し
、「
整
体
を
保
つ
生
き
方
」
を
指

導
す
る
こ
と
に
専
念
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
私
が
、
青
春
時
代
に

感
じ
た
「
ど
う
生
き
れ
ば
い
い
の
か
」
と
い
う
問
い
を
、
今
も
追
い

続
け
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
―

　

私
は
野
口
整
体
を
学
び
初
め
の
頃
、「
自
発
的
で
あ
る
」
こ
と
こ

そ
が
、
生
命
が
輝
く
原
理
で
あ
り
、「
非
自
発
的
な
生
活
を
し
て
い

る
と
病
気
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
自
分
の

十
代
が
暗
か
っ
た
の
は
、
非
自
発
的
生
活
に
原
因
が
あ
っ
た
こ
と
を

悟
っ
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
「
病
、
心
、
身
体
」
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
の
師
の
教
え

に
触
れ
、「
病
気
は
心
の
訴
え
で
あ
る
」
と
い
う
原
理
を
知
る
よ
う

に
な
っ
た
と
き
、「
こ
れ
は
革
命
だ
！
」
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の

で
す
。

　

科
学
万
能
の
時
代
に
常
識
で
あ
っ
た
物
質
的
な
西
洋
医
学
に
対
し

て
、
師
野
口
晴
哉
の
「
整
体
」
は
革
命
的
な
思
想
・
行
法
だ
と
捉
え

た
の
で
す
（
こ
の
こ
と
が
、
後
に
「
天
風
哲
学
」
と
「
ユ
ン
グ
心
理
学
」

と
い
う
思
想
に
つ
な
が
る
）。

『
野
口
整
体
と
ユ
ン
グ
心
理
学　

心
療
整
体
』

２　

無
意
識
の
世
界
（
身
体
）
を
知
ら
な
い
現
代
人
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静
岡
県
熱
海
市
で
整
体
指
導
を
始
め
た
の
は
一
九
七
二
年
の
こ
と

で
す
。
や
が
て
一
九
九
一
年
、
来
宮
神
社
か
ら
ず
っ
と
上
が
っ
た
高

台
に
道
場
を
構
え
ま
し
た
。
一
九
九
八
年
に
は
、満
五
十
歳
を
機
に
、

師
野
口
晴
哉
に
倣な

ら

い
「
気
・
自
然
健
康
保
持
会
」
を
設
立
す
る
意
欲

を
持
つ
に
至
っ
た
の
で
す
。

　

他
の
整
体
に
は
身
体
の
不
調
を
訴
え
て
く
る
人
が
多
い
と
思
う
の

で
す
が
、
当
会
で
は
心
の
悩
み
を
抱
い
て
い
る
人
が
多
い
の
で
す
。

そ
の
中
で
積
極
的
な
人
は
「
い
か
に
生
き
る
か
（
ど
の
よ
う
に
生
き

れ
ば
よ
い
の
か
）」
と
い
う
道
を
求
め
て
く
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
人
が
増
え
て
き
た
大
き
な
原
因
の
一
つ
に
、
現
代
で

は
多
く
の
人
が
自
分
の
頭
の
中
だ
け
で
、
直
面
す
る
問
題
を
判
断
し

よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
ど
う
し

て
よ
い
の
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
意
識
の
中
だ
け
で

ぐ
る
ぐ
る
し
て
い
て
、
無
意
識
の
世
界
（
身
体
）
を
識
ら
な
い
た
め

に
大
変
狭
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

具
体
的
に
言
う
と
、
問
題
に
直
面
し
た
時
、
心
が
動
揺
し
た
ま
ま
、

問
題
を
解
決
す
る
方
へ
手
段
を
め
ぐ
ら
す
こ
と
を
考
え
て
し
ま
う
の

で
す
。
言
い
換
え
る
と
、心
（
潜
在
意
識
）
の
あ
り
よ
う
を
振
り
返
り
、

身
体
（
姿
勢
）
を
調
え
る
こ
と
を
せ
ず
、
頭
（
現
在
意
識
）
で
対
処

し
よ
う
と
の
み
す
る
の
で
す
（
昔
か
ら
「
調
身
・
調
息
・
調
心
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
）。

　

つ
ま
り
「
心
の
力
」、
ま
た
「
肚
」
と
い
う
も
の
（
＝
無
意
識
）

の
働
き
に
、
現
代
の
日
本
人
は
無
関
心
な
の
で
す
。
こ
れ
は
敗
戦
後

の
日
本
社
会
の
変
化
で
あ
り
、
遠
く
は
明
治
以
来
の
近
代
化
に
よ
る

も
の
で
、
背
景
に
「
科
学
」
が
あ
る
の
で
す
。

　
「
生
き
方
」
と
は
、
体
と
心
の
使
い
方
な
の
で
す
。
体
と
心
を
ど

の
よ
う
に
用
い
て
生
き
る
か
と
い
う
問
題
で
す
。

３　

全
生
思
想

『
野
口
整
体
と
科
学　

活
元
運
動
』
扉

　

野
口
整
体
で
云
う
「
整
体
」
と
は
、
全
力
を
発
揮
し
て
生
き
る
た

め
の
「
身
心
」
の
あ
り
方
で
す
。

　

こ
の
「
心
」
を
説
く
の
が
「
全
生
」
思
想
で
す
。

　

師
野
口
晴
哉
は
、
十
五
歳
で
道
場
を
開
き
治
療
家
と
し
て
出
発
し

ま
し
た
が
、
そ
の
当
初
か
ら
の
「
全
生
」
思
想
を
通
じ
、
人
間
が
全

生
す
る
た
め
、「
心
と
体
」
を
育
て
つ
つ
導
く
と
い
う
「
野
口
整
体

の
体
系
」
を
創
始
し
ま
し
た
。
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全
生
と
は
、
自
然
健
康
を
保
持
し
て
生
命
を
全
う
す
る
こ
と
で
、

野
口
整
体
の
基
盤
と
な
る
全
生
思
想
は
、
師
野
口
晴
哉
の
死
生
観
か

ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。

　

師
は
、
次
の
「
死
」、「
全
生
訓
」
と
題
し
た
文
章
で
、
死
と
生

と
い
う
対
立
概
念
を
統
合
す
る
「
死
生
観
」
を
表
し
、
全
生
思
想
の

端
緒
を
開
い
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、「
感
覚
」
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

　

感
覚
、
そ
し
て
死
も
生
も
、
科
学
で
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
の
で
す
。

死

『
風
声
明
語
１
』（
一
五
四
頁 

全
生
社 
一
九
九
五
年
）

　
人
間
は
誰
も
死
に
ま
す
。
死
な
な
か
っ
た
人
は
一
人
も
お
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
故
、
生
き
て
い
る
人
間
の
中
に
は
い
つ
も
死
が
あ
り

ま
す
。
十
年
生
き
た
こ
と
は
、
十
年
死
ん
だ
の
で
あ
り
ま
す
。
そ

れ
故
、
体
を
調
べ
る
こ
と
が
発
達
す
れ
ば
、
ど
の
人
に
も
死
が
行

な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
り
ま
す
。
二
十
七
歳
前
後
ま
で
は
、
生

に
向
か
っ
て
そ
の
体
の
営
み
は
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
あ
と

は
死
ぬ
為
に
生
き
て
い
る
の
で
す
。
人
間
は
安
ら
か
に
、
静
か
に

死
ぬ
為
に
生
き
て
い
る
の
で
す
。

　
し
か
し
安
ら
か
と
か
、
静
か
と
か
い
う
の
も
人
間
の
つ
く
っ
た

も
の
で
、
生
き
れ
ば
死
ぬ
の
で
す
。
溌
剌
と
生
き
た
者
は
、
自
ず

か
ら
静
か
に
眠
る
の
で
す
。
生
の
発
揮
を
説
く
の
も
こ
の
為
で
、

人
間
の
生
き
る
こ
と
、
生
き
切
る
こ
と
は
、
そ
の
生
の
本
来
の
要

求
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
全
力
を
も
っ
て
生
き
て
い
る
者
に
は
悔
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
悔

い
は
ズ
ボ
ラ
な
人
の
も
の
で
す
。
悩
む
の
も
、
苦
し
む
の
も
、
楽

し
む
の
も
、
喜
ぶ
の
も
、
そ
の
全
力
で
為
し
て
来
た
者
に
は
、
悔

い
の
余
地
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
う
一
度
生
ま
れ
直
し
た
と
て
同
じ

こ
と
を
同
じ
に
行
な
う
だ
け
で
す
。
人
間
の
生
き
て
い
る
間
は
短

い
の
で
す
か
ら
、
ま
ず
全
力
を
挙
げ
て
生
き
る
こ
と
を
心
が
け
る

可
き
で
す
。
こ
れ
を
全
生
と
い
い
ま
す
。

　
全
力
を
挙
げ
て
行
動
し
、
感
覚
し
、
死
ぬ
こ
と
で
す
。

『
偶
感
集
』（
二
一
四
頁 

全
生
社 

一
九
八
六
年
）

　
溌
溂
と
生
く
る
者
に
の
み
深
い
眠
り
が
あ
る
。

　
生
き
き
っ
た
者
に
だ
け
安
ら
か
な
死
が
あ
る
。

―
―
― 
♢
♢
♢ 

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
―
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『
野
口
整
体
と
科
学　

活
元
運
動
』
は
じ
め
に 

１

４ 
「
自
身
の
生
命
力
を
拠
り
所
と
す
る
」

野
口
整
体
の
生
き
方
は
東
洋
宗
教

―
―
― 

♢
♢
♢ 
―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
―

　
「
野
口
晴
哉
生
誕
百
年
」
に
当
た
る
二
〇
一
一
年
の
三
月
十
一
日
、

三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
、東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
が
起
き
ま
し
た
。

…
当
時
、
東
北
地
方
の
避
難
所
生
活
を
送
る
人
々
の
様
子
を
テ
レ
ビ

で
見
る
に
つ
れ
、
私
の
立
場
か
ら
目
に
つ
い
た
の
は
、
何
ら
か
の
医

薬
を
常
用
す
る
人
が
、
薬
が
手
に
入
ら
な
い
こ
と
で
不
安
な
日
々
を

過
ご
し
て
い
る
、
と
い
う
様
子
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な
災
害

は
、
お
そ
ら
く
太
平
洋
戦
争
中
と
直
後
の
混
乱
に
次
ぐ
も
の
で
し
ょ

う
が
、
あ
の
時
代
、
こ
れ
ほ
ど
に
医
薬
に
頼
る
人
は
い
な
か
っ
た
と

思
う
の
で
す
。
是
非
に
必
要
な
方
に
対
し
て
、
医
薬
へ
の
依
存
を
否

定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
医
療
が
「
投
薬
医
療
」
と
揶
揄

さ
れ
る
時
代
を
通
じ
て
、
医
薬
へ
の
依
存
性
が
い
た
ず
ら
に
高
く

な
っ
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
た
日
本
人
と
し
て
、
改
め
て
、

野
口
整
体
の
基
本
理
念
で
あ
る「
自
身
の
生
命
力
を
拠
り
所
と
す
る
」

生
き
方
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
師
野
口
晴
哉
に
出
会
っ
た
お
陰
で
、
こ
の
道
四
十
五
年
、

医
薬
に
頼
ら
ず
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
人

生
と
な
る
に
は
、
医
薬
へ
の
依
存
性
が
高
ま
っ
て
か
ら
で
は
困
難
で

す
か
ら
、
若
い
う
ち
か
ら
自
身
で
「
潜
在
生
命
力
を
喚
起
す
る
」
こ

と
を
鍛
錬
し
、「
自
然
治
癒
力
へ
の
信
頼
」を
培
う
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　

野
口
整
体
の
理
念
は
、
自
然
治
癒
力
へ
の
信
頼
を
拠
り
所
と
し
て

「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
保
つ
」
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
「
自

分
の
健
康
は
自
分
で
保
つ
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
身
体
（
身
心
）
を

開
墾
す
る
こ
と
で
人
間
の
可
能
性
を
見
出
そ
う
と
す
る
野
口
整
体
」

を
通
じ
て
、
こ
と
に
こ
こ
数
年
、
私
の
人
生
は
深
い
も
の
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。
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二　

近
代
科
学
と
東
洋
宗
教

Ⅰ　

近
代
科
学
と
東
洋
宗
教
の
対
比
と
は

１　

身
体
を
開
墾
す
る
野
口
整
体
の
源
は
東
洋
宗
教

―
『
病
む
こ
と
は
力
』
終
章
か
ら
の
取
り
組
み

２　

近
代
科
学
と
東
洋
宗
教

― 

東
西
の
文
明
・
文
化
を
相
対
的
に
理
解
す
る

３　

病
症
観
に
は
文
化
的
背
景
が
あ
る

― 

東
西
の
自
然
観
の
差
異
「
病
症
を
ど
う
観
る
か
」

４　

西
洋
に
は
自
然
治
癒
力
と
い
う
概
念
は
な
い

― 

石
川
光
男
氏
の
思
想
と
の
出
会
い

『
野
口
整
体
と
科
学　

活
元
運
動
』
は
じ
め
に 
２

１　

身
体
を
開
墾
す
る
野
口
整
体
の
源
は
東
洋
宗
教

―
『
病
む
こ
と
は
力
』
終
章
か
ら
の
取
り
組
み

　

二
〇
〇
四
年
六
月
、『
病
む
こ
と
は
力
』（
二
〇
〇
四
年 

春
秋
社
）

を
初
出
版
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
取
り
掛
か
っ
て
一
年
九
ヶ
月

後
の
こ
と
で
し
た
が
、
師
野
口
晴
哉
二
十
八
周
忌
に
合
わ
せ
て
の
発

行
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
作
目
の
執
筆
が
始
ま
っ
た
の
は
、
二
〇
〇
六
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
明
け
の
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
現
在
に
至
る
ま
で
の
間
、

と
り
わ
け
二
〇
〇
八
年
四
月
よ
り
「
科
学
と
は
何
か
（
科
学
哲
学
）」

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、「
身
体
観
」
と
「
生
命
観
」
（
註
）
の
上
で
、

私
は
次
の
よ
う
な
主
題
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
「
近
代
科
学
と
東
洋
宗
教
」
と
い
う
主
題
で
す
。

（
註
）
「
近
代
科
学
と
東
洋
宗
教
」
の
主
題
を
通
じ
て
、
『
野
口
整
体
と
科

学
　
活
元
運
動
』
、
『
野
口
整
体
と
ユ
ン
グ
心
理
学

　
心
療
整
体
』
、

『
野
口
整
体

　
科
学
的
生
命
観
と
「
風
邪
の
効
用
」
』
と
し
て
刊
行

予
定
。
こ
れ
ら
を
、
科
学
の
知
・
禅
の
智
シ
リ
ー
ズ
と
呼
ぶ
。

　

こ
れ
ら
の
書
の
動
機
は
、『
病
む
こ
と
は
力
』「
終
章 

日
本
の
身

体
文
化
を
取
り
戻
す
」
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、「
野
口

整
体
の
源
流
は
日
本
の
身
体
文
化
」
と
少
し
ば
か
り
表
現
し
ま
し
た

が
、
本
書
で
は
こ
の
内
容
に
つ
い
て
視
野
を
広
げ
、「
日
本
の
身
体

文
化
」
の
源
泉
で
あ
る
「
東
洋
宗
教
」
と
は
何
か
を
、「
近
代
科
学
」

を
相
対
化
す
る
こ
と
を
通
じ
て
著
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

相
対
化
と
は
「
一
面
的
な
も
の
の
見
方
を
、
そ
れ
が
唯
一
絶
対
で

は
な
い
と
い
う
風
に
見
な
す
、
ま
た
提
示
す
る
こ
と
」
で
す
。
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私
が
こ
の
道
に
入
っ
た
一
九
六
七
年
と
い
う
時
は
、
敗
戦
後
か
ら

続
く
科
学
万
能
主
義
と
い
う
時
代
で
、
野
口
整
体
を
良
く
理
解
す
る

人
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
。

―
―
― 
♢
♢
♢ 

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
―

２　

近
代
科
学
と
東
洋
宗
教

― 

東
西
の
文
明
・
文
化
を
相
対
的
に
理
解
す
る

『
野
口
整
体
と
ユ
ン
グ
心
理
学　

心
療
整
体
』

　

幕
末
・
明
治
以
来
、
日
本
人
は
、
西
洋
文
明
・
近
代
科
学
の
影
響

を
大
き
く
受
け
て
き
ま
し
た
。

　

幕
末
前
ま
で
、
日
本
文
明
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、

古
来
よ
り
の
神
道
と
、
中
国
・
朝
鮮
か
ら
の
影
響
に
よ
る
、
儒
・
仏
・

道
教
を
基
盤
と
す
る
東
洋
宗
教
文
化
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

江
戸
時
代
、
幕
末
前
ま
で
二
五
〇
年
の
間
、
長
崎
・
出
島
を
窓
口

と
し
て
、
わ
ず
か
に
西
洋
文
明
の
影
響
を
受
け
て
い
た
も
の
の
、
幕

末
か
ら
の
西
洋
文
明
の
影
響
は
す
こ
ぶ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
い
う
中
で
も
、
伝
統
的
な
東
洋
宗
教
文
化
は
そ
れ
な
り
に
保

た
れ
て
き
た
の
で
す
が
、
敗
戦
（
一
九
四
五
年
）
後
は
、
著
し
く
こ

れ
を
喪
失
し
ま
し
た
。

　

ゆ
え
に
現
代
の
日
本
人
は
、
近
代
科
学
的
な
価
値
観
に
強
く
支
配
さ

れ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
の
こ
と
は
意
識
さ
れ
ず
、
東
洋
宗
教
文
化

が
何
を
教
え
て
い
た
の
か
知
ら
な
い
人
が
大
多
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
、日
本
社
会
の
秩
序
を
成
り
立
た
せ
て
い
た
の
は
、徳（
仁
・

義
・
礼
・
智
・
信
の
五
徳
）
に
よ
る
王
道
を
説
く
儒
教
（
古
代
中
国
の

孔
子
の
教
え
）
で
し
た
。
し
か
し
今
日
、
若
者
の
多
く
は
行
儀
・
礼

儀
作
法
を
身
に
つ
け
て
お
ら
ず
「
敬
語
」
も
使
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
が

戦
後
教
育
の
実
態
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
、
東
洋
宗
教
を
基
盤
と
す
る
「
修
養
法
・
瞑
想

法
と
し
て
の
野
口
整
体
」
を
理
解
し
体
得
す
る
上
で
、東
西
の
文
明
・

文
化
の
背
景
を
改
め
て

0

0

0

知
ら
し
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
、
と
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、私
は
「
近
代
科
学
と
東
洋
宗
教
」
を
主
題
と
し
て
掲
げ
、

近
代
科
学
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
東
洋
宗
教
と
は
何
で

あ
っ
た
の
か
の
考
究
（
五
氏
「
井
深
大
・
湯
浅
泰
雄
・
石
川
光
男
・
河

合
隼
雄
・
立
川
昭
二
」
等
の
思
想
を
学
び
、研
究
す
る
こ
と
）
を
通
じ
て
、

野
口
整
体
を
伝
え
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
西
洋
医
療
の
あ
り
方
に
疑
問
を
感
じ
、
―
― 

そ
れ
は
、

近
代
科
学
的
社
会
の
問
題
点
を
漠
と
感
じ
た
ま
ま 

―
― 

こ
れ
に
代
わ
る
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も
の
と
し
て
野
口
整
体
を
求
め
て
い
る
人
に
、
東
洋
宗
教
を
基
盤
と

す
る
野
口
整
体
を
、先
ず
、思
想
と
し
て
理
解

0

0

0

0

0

0

0

（
基
本
的
な
物
の
見
方
、

考
え
方
を
理
解
）
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
第
一

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
と
考
え
た
の

で
す
。

『
野
口
整
体
と
科
学　

活
元
運
動
』
第
一
部 

第
一
章 

一
１

３　

病
症
観
に
は
文
化
的
背
景
が
あ
る

― 

東
西
の
自
然
観
の
差
異
「
病
症
を
ど
う
観
る
か
」

　

世
界
各
地
に
は
、
様
々
な
伝
統
的
療
法
や
健
康
法
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
各
地
域
で
育
ま
れ
た
自
然
観
や
生
命
観
の
上
に
成
り

立
っ
て
お
り
、「
生
命
・
病
症
」
に
対
す
る
考
え
方
・
理
論
の
相
異
は
、

各
地
域
の
文
化
に
拠
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
こ
か
ら
生
ず
る
「
病
症
の
解
釈
の
差
異
」
に
よ
っ
て
、
異
な
っ

た
姿（
病
症
の
捉
え
方
）が
そ
こ
に
出
現
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

　

病
症
に
対
す
る
捉
え
方
、
ま
た
向
き
合
い
方
が
異
な
る
と
い
う
こ

と
は
、
同
じ
症
状
で
あ
っ
て
も
、
別
の
実
体

0

0

0

0

を
そ
こ
に
観
て
い
る
と

い
う
こ
と
な
の
で
す
。

　

例
え
ば
先
日
、
Ｔ
さ
ん
が
個
人
指
導
で
「
数
日
前
に
、
肩
の
痛
み

が
起
き
、
病
院
に
行
き
検
査
を
し
ま
し
た
」
と
訴
え
ま
し
た
。
レ
ン

ト
ゲ
ン
で
は
、
頚
椎
六
・
七
番
の
間
が
狭
く
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
が
、「
痛
み
止
め
」
を
処
方
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

西
洋
医
学
的
に
は
、
痛
ん
で
い
る
肩
を
「
部
分
の
故
障
」
と
見
、

痛
み
に
対
す
る
対
症
療
法
（
註
）
を
行
っ
た
わ
け
で
す
。
本
人
の
都

合
（
仕
事
を
す
る
上
で
の
支
障
）
も
あ
り
ま
す
が
、
痛
み
を
悪
い
も

0

0

0

の
と
し
て

0

0

0

0

排
除
し
よ
う
と
い
う
わ
け
で
す
。

（
註
）
対
症
療
法

　
病
気
の
原
因
に
対
し
て
で
は
な
く
、
そ
の
時
の
症
状

を
軽
減
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
治
療
法
。 

↑
↓ 

原
因
療
法

　

こ
う
い
う
時
、
私
は
肩
の
み
な
ら
ず
、
体
の
全
体
を
観
察
し
た
上

で
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
「
偏
り
疲
労
」
が
起
き
た
の
か
と
考
え

る
の
で
す（
野
口
整
体
で
は
身
体
の
歪
み
を「
偏
り
疲
労
」と
言
い
ま
す
）。

　

偏
り
は
、
必
ず
と
い
う
ほ
ど
に
何
ら
か
の
「
情
動
」
に
因
っ
て
お

り
、「
感
情
の
動
き
」
が
身
体
上
に
偏
り
（
歪
み
）
を
起
こ
す
（
＝
情
動
・

心
理
が
生
理
に
影
響
す
る
）
の
で
す
。
こ
の
時
も
、
本
人
と
の
対
話

を
通
じ
、
こ
の
事
情
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

Ｔ
さ
ん
の
場
合
、
仕
事
上
で
不
快
感
を
味
わ
っ
て
、
数
時
間
後
の

痛
み
の
発
症
で
し
た
。

　

体
の
鈍
い
人
は
情
動
が
起
き
て
も
、
凝
り
や
張
り
、
ま
た
痛
み
と
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し
て
感
じ
な
い
も
の
で
す
が
、
Ｔ
さ
ん
は
体
が
敏
感
ゆ
え
に
、
素
早

く
異
常
が
出
た
の
で
す
。
こ
の
場
合
、
痛
み
は
「
偏
り
・
歪
み
」
が

元
に
戻
ろ
う
と
す
る
働
き「
自
然
治
癒
力
」と
観
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
う
し
て
私
は
、
Ｔ
さ
ん
の
「
肩
の
痛
み
」
を
、「
体
の
偏
り
が

回
復
に
向
か
う
働
き
」
と
し
て
観
る
こ
と
が
で
き
、
痛
み
が
起
き
た

事
情
を
確
認
で
き
た
こ
と
で
、
彼
の
生
活
全
体
（
職
業
的
立
場
と
本

人
の
感
受
性
）
を
よ
り
理
解
で
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
は
、
病
症
を
「
故
障
」
と
見
る
か
、「
生
命
の
働
き
（
自

然
治
癒
力
）」
と
観
る
か
と
い
う
大
き
な
視
点
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。

部
分
を
見
る
西
洋
医
学
、
全
体
を
観
る
野
口
整
体

心
身
分
離
の
西
洋
医
学
、
心
身
一
如
の
野
口
整
体

　

こ
れ
ま
で
西
洋
医
学
し
か
知
ら
な
い
、
ま
た
科
学
的
思
考
・
科
学

的
世
界
観
に
よ
っ
て
教
育
さ
れ
た
人
に
と
っ
て
は
、
先
ず
、
も
の
の

見
方

0

0

・
考
え
方

0

0

0

に
よ
り
「
身
体
」
が
違
っ
た
姿
に
見
え
て
く
る
、
と

い
う
こ
と
に
気
付
く

0

0

0

こ
と
が
、
野
口
整
体
を
理
解
す
る
た
め
の
第
一

歩
で
あ
る
、
と
説
く
の
が
金
井
流
思
想
展
開
で
す
。

　

こ
れ
は
、
同
じ
風
景
を
見
て
絵
を
描
い
て
も
、
人
に
よ
っ
て
違
う

絵
に
な
る
と
い
う
こ
と
に
似
て
い
る
の
で
す
。
風
景
を
ど
の
よ
う
な

感
覚
（
感
性
）
で
捉
え
て
い
る
か
と
い
う
、
感
覚
の
差
異
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

師
野
口
晴
哉
は
、「
い
の
ち
の
真
相
」（
野
口
晴
哉
著
作
全
集
第
一

巻　

昭
和
八
年　

七
三
頁
）と
い
う
文
章
の
中
で「
…
こ
の
世
の
中
は
、

相
対
の
世
界
と
申
し
ま
し
て
、
自
分
の
感
覚
に
よ
つ
て
、
そ
の
感

覚
を
眺
め
て
い
る
世
界
な
の
で
す
。」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

西
と
東
の
世
界
観
（
こ
こ
で
言
う
「
近
代
科
学
と
東
洋
宗
教
」）
の

差
異
が
基
と
な
り
、
野
口
整
体
と
西
洋
医
学
の
病
症
観
の
差
異
と

な
っ
た
の
で
す
。『

野
口
整
体
と
科
学　

活
元
運
動
』
第
一
部 

第
一
章 

一
２

４　

西
洋
に
は
自
然
治
癒
力
と
い
う
概
念
は
な
い

― 

石
川
光
男
氏
の
思
想
と
の
出
会
い

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
―

　

そ
し
て
石
川
氏
の
著
作
内
容
か
ら
、
西
洋
で
は
、
人
間
は
自
然
の

一
部
と
い
う
考
え
方
は
な
く
、
自
然
は

0

0

0

自
分
の
外
側
に
あ
る
も
の

で
、
人
間
の
支
配
の
対
象

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
砂
漠
と
い
う
厳
し

い
自
然
環
境
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
一
神
教
（
ユ
ダ
ヤ
教
・
キ
リ
ス
ト
教
・
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イ
ス
ラ
ム
教
）
に
見
ら
れ
る
自
然
観
が
基
に
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
上
で
、岡
部
氏
は
「
西
洋
的
自
然
観
に
自
然
治
癒
力
が
な
い
」

こ
と
を
、「
東
洋
的
自
然
観
と
自
然
治
癒
力
の
関
係
」
を
対
比
さ
せ

て
述
べ
て
い
ま
し
た
。

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
― 
♢
♢
♢ 

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
―

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
― 

♢
♢
♢ 
―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
―

Ⅱ　

現
代
の
日
本
人
と
科
学

１　

近
代
科
学
を
基
盤
と
す
る
西
洋
医
学
の
見
方

― 

機
械
論
的
生
命
観
と
心
身
二
元
論

①　

機
械
論
的
生
命
観
（
近
代
的
身
体
観
）

②　

心
身
二
元
論
（
心
身
分
離
）

２　

現
代
人
は
科
学
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る　

『
野
口
整
体
と
科
学　

活
元
運
動
』
第
一
部 

第
一
章 

二
２

１　

近
代
科
学
を
基
盤
と
す
る
西
洋
医
学
の
見
方

― 

機
械
論
的
生
命
観
と
心
身
二
元
論

　

私
が
こ
の
道
に
入
っ
た
一
九
六
七
年
と
い
う
時
は
、
科
学
万
能
主

義
の
風
が
強
く
吹
き
、
西
洋
医
学
全
盛
の
時
代
で
し
た
（
一
九
六
四

年
十
月
十
日
開
催
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
合
わ
せ
、
十
月
一
日
「
新
幹

線
」
開
業
。
一
九
六
一
年
、
ソ
ビ
エ
ト
の
ガ
ガ
ー
リ
ン
初
の
「
有
人
宇
宙

飛
行
」
成
功
）。

　

こ
の
頃
、師
は
講
義
で
「
こ
こ
（
整
体
協
会
）
は
気
違
い
部
落
で
す
」

と
、
自
ら
語
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
野
口
整
体
の
「
病
症
を
経

過
す
る
」
と
い
う
思
想
が
西
洋
医
療
の
あ
り
方
と
大
き
く
異
な
っ
て

い
た
か
ら
で
す
。

　

こ
れ
は
、明
治
以
来
の「
近
代
医
学
一
元
化（
明
治
七
年
医
制
発
布
）」

の
影
響
と
、敗
戦
後
か
ら
の
科
学
教
と
も
言
う
べ
き
時
代
に
お
い
て
、

例
え
ば
「
発
熱
が
自
然
良
能
で
あ
る
」
こ
と
を
、
多
く
の
人
々
が
理

解
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

①　

機
械
論
的
生
命
観
（
近
代
的
身
体
観
）

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
―

　

十
七
世
紀
の
哲
学
者
デ
カ
ル
ト
は
、「
心
身
二
元
論
」
と
「
機
械

論
的
世
界
観
」
に
よ
り
近
代
合
理
主
義
哲
学
を
確
立
し
、
こ
れ
が
科
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学
の
も
の
の
見
方
の
基
盤
と
な
り
ま
し
た
。

『
野
口
整
体
と
科
学　

活
元
運
動
』
第
一
部 

第
一
章 

二
１

　

彼
の
機
械
論
的
世
界
観
と
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　
「
世
界
は
時
計
仕
掛
け
の
よ
う
で
あ
り
、
部
品
を
一
つ
一
つ
個
別

に
研
究
し
た
上
で
、
最
後
に
全
体
を
大
き
な
構
図
で
見
れ
ば
、
機
械

が
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
世
界
も
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。」

　

彼
は
、
動
物
も
一
種
の
自
動
機
械
と
し
て
説
明
で
き
る
だ
ろ
う
と

考
え
て
い
た
の
で
す
。

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
― 

♢
♢
♢ 
―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
―

②　

心
身
二
元
論
（
心
身
分
離
）

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
― 

♢
♢
♢ 
―
―
―

　

人
間
を
心
と
体
に
分
け
（
心
身
二
元
論
に
よ
る
、
心
と
体
の
分
離
）、

体
を
さ
ら
に
部
分
に
分
け
（
構
成
要
素
に
還
元
し
）
て
、
そ
れ
ら
を

独
立
し
た
観
察
対
象
と
す
る
こ
と
は
、
西
洋
医
学
が
科
学
的
方
法
を

踏
ま
え
て
い
る
こ
と
を
端
的
に
表
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
十
九
世
紀
、

細
菌
学
の
発
達
に
よ
り
自
然
科
学
（
＝
物
質
的
因
果
関
係
を
探
究
す
る

も
の
）
と
し
て
確
立
し
た
近
代
医
学
の
正
統
的
な
考
え
方
で
す
。

　

要
素
還
元
主
義
の
「
部
分
の
総
和
が
全
体
で
あ
る
」
と
い
う
考
え

方
は
、
本
来
の
人
間
は
「
心
と
体
は
一
つ
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り

難
く
な
る
傾
向
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

２　

現
代
人
は
科
学
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る　

『
野
口
整
体
と
科
学　

活
元
運
動
』
第
一
部 

第
二
章 

二
５

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
―

　

科
学
的
で
あ
る
こ
と
は
、
当
た
り
前
の
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
（
＝
「
科
学
的
な
も
の
の
見
方
」
だ
と
思
っ
て
い
な
い
）
の
で
す
。

そ
こ
で
科
学
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
、
そ
の
利
点
と
限

界
・
問
題
点
に
つ
い
て
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　

黒
崎
宏
氏
（
哲
学
者 

一
九
二
八
年
生
）
は
、
科
学
哲
学
（
科
学
を

対
象
と
す
る
哲
学
的
な
考
察
）
の
意
味
を
『
日
本
大
百
科
全
書
』（
小

学
館 

一
九
九
四
年
）
で
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
ま
す
。

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
―

　

科
学
は
、
科
学
的
方
法
と
い
わ
れ
る
一
定
の
方
法
に
基
づ
い
た
探
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究
の
結
果
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
切
り
捨
て
ら
れ
た
部
分
も
多

い
こ
と
を
、
肝
に
銘
じ
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

―
―
― 

♢
♢
♢ 
―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
―

　

右
の
「
科
学
的
方
法
と
い
わ
れ
る
一
定
の
方
法
」
に
つ
い
て
、
禅

学
者
の
鈴
木
大だ

い
せ
つ拙
氏
（
一
八
七
〇
～
一
九
六
六
年
）
は
、「
科
学
の
網

の
目
」
と
、『
禅
と
精
神
分
析
』（
東
京
創
元
社　

一
九
六
〇
年
）
で

次
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

禅
仏
教
に
関
す
る
講
演
（
三
〇
頁
）

　

科
学
者
は
一
定
の
法
則
を
設
定
し
て
、
こ
の
法
則
の
網
の
目
に
か

か
ら
ぬ
も
の
は
科
学
的
研
究
の
領
域
以
外
の
も
の
と
し
て
こ
れ
に
手

を
ふ
れ
よ
う
と
は
せ
ぬ
。
こ
の
科
学
の
網
の
目
が
ど
れ
ほ
ど
精
密
に

出
来
て
い
る
と
言
っ
て
も
こ
れ
が
網
の
目
で
あ
る
限
り
、
そ
の
目
か

ら
脱
け
出
す
も
の
の
あ
る
こ
と
は
必
然
で
あ
り
、
こ
の
目
に
か
か
ら

ぬ
も
の
は
な
ん
と
し
て
も
科
学
の
秤

は
か
り
で
は
測
れ
ぬ
の
で
あ
る
。

　

氏
は
こ
の
よ
う
に
、
網
の
目
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
る
も
の

0

0

0

0

0

0

0

0

（
＝
「
そ

れ
に
よ
っ
て
切
り
捨
て
ら
れ
た
部
分
」）
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

ま
す
。

Ⅲ　

西
洋
の
伝
統
（
キ
リ
ス
ト
教
）
が
生
ん
だ
科
学
、

東
洋
宗
教
が
生
ん
だ
野
口
整
体

１　

科
学
哲
学
を
学
び
、

野
口
整
体
の
社
会
的
立
脚
点
を
定
め
る

２　

心
身
二
元
的
西
洋
人

―
「
我
と
物
と
の
対
立
」

３　

西
洋
文
明
の
基
に
あ
る
二
元
論
的
精
神

４　

東
洋
の
自
然
観
と
「
心
身
一
如
」

５　

西
洋
の
宗
教
と
東
洋
の
宗
教

― 

大
震
災
で
、
な
ぜ
日
本
人
は
冷
静
だ
っ
た
か

６　

対
立
と
支
配
を
超
え
る
東
洋
宗
教

１　

科
学
哲
学
を
学
び
、

野
口
整
体
の
社
会
的
立
脚
点
を
定
め
る
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『
野
口
整
体
と
科
学　

活
元
運
動
』
は
じ
め
に
３

　

こ
こ
数
年
、
私
は
戦
前
生
ま
れ
の
五
氏
（
井
深
大
・
湯
浅
泰
雄
・

石
川
光
男
・
河
合
隼
雄
・
立
川
昭
二
）
等ら

の
思
想
を
通
じ
て
、
科
学
哲

学
と
東
洋
の
生
命
観
を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
思
想
を
通
じ
て
、
私
は
野
口
整
体
と
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の

世
界
と
の
つ
な
が
り

0

0

0

0

を
見
出
し
、
近
代
科
学
の
「
心
身
二
元
論
（
心

身
分
離
）」
と
東
洋
宗
教
の
「
身
心
一
元
論
（
心
身
一
如
）」
と
い
う
、

本
書
（『
野
口
整
体
と
科
学 
上
・
下
』）
の
核
心
と
な
る
思
想
を
掴
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

…
こ
う
し
て
科
学
の
哲
学
性
を
研
究
し
た
こ
と
は
、
禅
や
老
荘
思
想

を
基
盤
と
す
る
野
口
整
体
の
世
界
を
科
学
に
相
対
化

0

0

0

0

0

0

し
て
見
極
め
る

こ
と
に
な
り
、
野
口
整
体
の
本
質
を
改
め
て
捉
え
る

0

0

0

0

0

0

こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

科
学
の
知
（「
近
代
科
学
」
文
明
）
と
禅
の
智
（「
東
洋
宗
教
」
文
化
）

と
は
、「
理
性
」
と
「
身
体
性
」（
頭
脳
知
と
身
体
智
）
と
い
う
差
異

な
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
歴
史
的
観
点
か
ら
現
代
で
の
野
口
整
体
の
存
在
意
義
を

捉
え
、
社
会
的
立
脚
点
を
定
め
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

『
野
口
整
体
と
科
学　

活
元
運
動
』
は
じ
め
に
２

　

野
口
整
体
が
創
立
さ
れ
た
昭
和
（
一
九
二
六
年
～
）
初
期
と
い
う

時
代
背
景
に
は
、
明
治
以
来
の
、
政
府
に
よ
る
西
洋
近
代
医
学
の
急

激
な
普
及
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
時
代
は
、
洋
の
東
西
に
お
い
て
近

代
の
代
替
知
（
科
学
に
代
わ
る
知
）
が
模
索
さ
れ
た
時
代
で
も
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
時
代
背
景
を
溯

さ
か
の
ぼ

っ
て
考
え
ま
す
と
、
そ
の
前
に
は
明
治

維
新
（
一
八
六
八
年
）、
そ
し
て
、
さ
ら
に
大
き
く
広
げ
て
歴
史
を
俯

瞰
す
る
と
、
維
新
の
原
因
は
西
洋
近
代
の
科
学
文
明
、
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
、
そ
し
て
古
代
ギ
リ
シ
ア
文
明
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
書
は
、
二
十
一
世
紀
の
現
代
社
会
に
お
け
る
「
野
口
整
体
の

立た
ち
ど処
を
明
確
に
す
る
」
た
め
、
そ
の
源
み
な
も
とに
あ
る
東
洋
宗
教
文
化
と
、

明
治
以
来
の
西
洋
・
近
代
科
学
文
明
を
、
思
想
史
的
に
（
哲
学
的
・

歴
史
的
観
点
か
ら
）
考
察
す
る
こ
と
で
著
そ
う
と
し
た
も
の
で
す
。

『
野
口
整
体
と
科
学　

活
元
運
動
』
第
一
部 

第
三
章 

一
２

２　

心
身
二
元
的
西
洋
人

―
「
我
と
物
と
の
対
立
」

　

師
野
口
晴
哉
は
、
一
九
六
〇
年
代
（
後
半
と
思
わ
れ
る
）、
植
芝
盛

平
翁
の
高
弟
で
合
気
道
の
達
人
で
も
あ
っ
た
津つ

だ田
逸い
つ
お夫
氏
（
註
）
と
い
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う
弟
子
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
活
元
運
動
を
広
め
る
よ
う
託
し
ま
し
た
。

（
註
）
津
田
逸
夫
（
一
九
一
四
年
〜
一
九
八
四
年
）
日
本
の
合
気
道
家
、
哲

学
者
。
フ
ラ
ン
ス
留
学
後
、
一
九
四
〇
年
に
日
本
に
帰
国
し
、
そ

の
後
合
気
道
の
植
芝
盛
平
と
整
体
協
会
創
設
者
で
あ
る
野
口
晴
哉

に
師
事
。

　

か
つ
て
、
鈴
木
大
拙
氏
が
ア
メ
リ
カ
で
禅
を
説
い
た
よ
う
に
、
西

欧
人
に
対
し
て
、
師
が
、
野
口
整
体
の
思
想
と
活
元
運
動
を
広
め
る

こ
と
を
考
え
ら
れ
た
の
は
、「
心
身
二
元
の
問
題
に
対
し
て
の
こ
と

で
あ
っ
た
」
と
、
科
学
哲
学
の
勉
強
を
通
じ
て
、
あ
る
時
、
直
観
的

に
理
解
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
津
田
逸
夫
氏
の
文
章
を
基
軸
と
し
て
、
西
洋
人
の
二

元
的
精
神
に
対
す
る
活
元
運
動
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
ま
す
。

　

津
田
逸
夫
氏
は
、『
月
刊
全
生
』（
一
九
七
九
年
二
月
号
）
掲
載
の

紀
行
文
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
事
情
」
の
中
で
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
根
本

に
は
我
と
物
と
の
対
立
が
あ
る
」
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
ま
す
。

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
―

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
事
情
（
一
五
頁
）

　

日
本
人
に
と
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
何
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
現

代
文
明
の
源
泉
地
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
明
治
維
新
か
ら
百
年
間
、

日
本
が
た
ど
っ
て
来
た
驚
く
べ
き
変
遷
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
影
響
な
く

し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
、
こ
う
い
う
点
か
ら
、
地
球
上

で
特
殊
な
重
要
性
を
も
っ
た
地
域
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
重
要

性
は
主
と
し
て
文
化
的
な
も
の
、
思
想
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
特
殊
性
が
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
で
我
々
が
そ
の
恩
恵
を
被
っ
て
い
る
種
々
の
文
明
の
制
度
及

び
利
器
は
、
も
ち
ろ
ん
日
本
人
の
独
創
性
と
勤
労
精
神
に
よ
る
も
の

で
す
が
、
そ
の
源
へ
さ
か
の
ぼ
っ
て
行
け
ば
、
理
論
（
近
代
科
学
）
が

あ
り
、
更
に
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
あ
る
原
則
（
心
身
二
元
論
・
機
械
論
的

世
界
観
）
に
行
き
あ
た
り
、
更
に
つ
き
つ
め
れ
ば
、
或
る
種
の
も
の

の
考
え
方
に
ま
で
到
達
し
ま
す
。

　

こ
の
も
の
の
考
え
方
は
、
一
口
に
い
え
ば
、
我
と
物
と
の
対
立
（
人

間
と
外
界
の
自
然
と
の
対
立
）
に
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
ル
ネ
サ
ン

ス
以
後
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
再
発
見
に
よ
り
、
人
間
は
次
第
に
自
分

の
意
志
と
い
う
も
の
を
確
立
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
す
べ
て
は

神
の
意
志
で
あ
る
と
い
う
宗
教
の
絶
対
的
権
威
か
ら
、
科
学
は
次
第
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に
離
脱
し
て
、
独
自
の
道
を
歩
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、

人
間
は
自
然
を
支
配
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
が
強
く
打
ち
出

さ
れ
た
よ
う
で
す
。　
　
　
　
　
　

 （
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
に
よ
る
解
説
）

　

こ
の
津
田
逸
夫
氏
の
文
章
で
は
、
科
学
を
生
み
だ
し
た
西
洋
人
の

世
界
観
と
は
い
か
な
る
も
の
か
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
― 
♢
♢
♢ 

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
―

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
― 

♢
♢
♢ 
―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
―

４　

東
洋
の
自
然
観
と
「
心
身
一
如
」

『
野
口
整
体
と
科
学　

活
元
運
動
』
第
一
部 
第
三
章 

一
５

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
―

　

津
田
逸
夫
氏
は
２
で
紹
介
し
た
紀
行
文
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
事
情
」
で

次
の
よ
う
に
続
け
て
い
ま
す
。

…
こ
う
い
う
よ
う
な
思
想
的
背
景
の
あ
る
所
で
、
気
と
か
、
整
体
と

か
の
観
念
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
は
、

い
か
に
西
洋
化
し
た
と
は
い
え
、
い
ま
だ
自
然
と
融
和
す
る
と
い
う

考
え
が
根
強
く
残
っ
て
お
り
、
古
来
の
種
々
の
伝
統
に
よ
っ
て
継
承

さ
れ
て
い
ま
す
。
愉
気
と
い
う
も
の
も
、
自
他
融
合
が
基
礎
に
あ
っ

て
、始
め
て
成
立
つ
も
の
と
い
え
ま
す
が
、対
立
を
基
盤
に
し
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
精
神
的
風
土
（
自
他
分
離
に
よ
る
個
人
主
義
）
で
こ
れ
を
受

け
い
れ
さ
せ
る
こ
と
は
、
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
ち

に
曲
解
さ
れ
る
こ
と
は
当
然
で
す
。

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
―

　

師
野
口
晴
哉
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
野
口
整
体
の
思
想
と
活
元
運
動

を
広
め
よ
う
と
し
た
の
は
、
自
然
治
癒
力
と
い
う
概
念
が
な
い
西
洋

人
に
、
活
元
運
動
を
行
う
こ
と
で
、「
自
ら
健
康
に
生
き
る
力
が
人

に
は
具
わ
っ
て
い
る
」
こ
と
を
自
覚
さ
せ
る
思
想
啓
蒙
活
動
と
い
う

も
の
で
し
た
。

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
―

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
― 

♢
♢
♢ 

―
―
―
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６　

対
立
と
支
配
を
超
え
る
東
洋
宗
教

『
野
口
整
体
と
科
学　

活
元
運
動
』
第
一
部 

第
三
章 

一
５

…
２
、４
の
津
田
氏
の
文
章
は
高
度
経
済
成
長
時
代
（
一
九
五
四
年

～
一
九
七
三
年
）
の
後
、
一
九
七
九
年
に
書
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

三
十
年
余
を
経
、さ
ら
に
伝
統
文
化
を
喪
失
し
た
現
代
の
日
本
で
は
、

欧
米
化
が
進
み
、
西
洋
文
明
の
影
響
は
一
段
と
濃
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

近
代
科
学
の
元
に
は
「
対
立
」
が
あ
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の

科
学
を
生
み
出
し
た
西
洋
文
明
の
根
本
に
存
在
し
続
け
て
き
た
「
対

立
」
が
、
今
や
私
た
ち
日
本
人
の
生
活
に
も
深
く
根
を
下
ろ
し
て
い

る
の
で
す
。

　

私
が
と
り
わ
け
訴
え
る
べ
き
そ
れ
は
、西
洋
近
代
医
学
に
よ
る「
健

康
×
病
気
」
と
い
う
「
対
立
」
で
す
。

　

野
口
整
体
の
世
界
を
知
る
上
で
は
、
先
ず
、「
健
康
と
は
何
か
」

に
つ
い
て
改
め
て

0

0

0

考
え
る

0

0

0

こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

師
野
口
晴
哉
が
説
い
た
「
健
康
と
は
」
に
つ
い
て
、
先
ず
「
西
洋

医
学
的
な
観
点
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
」
と
認
識
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
こ
れ
は
、
野
口
整
体
の
世
界
を
理
解
す
る
上
で
肝
要
な
こ

と
で
す
。

　

野
口
整
体
の
生
命
観
は
「
心
身
相
関
」
で
あ
り
、
病
症
と
健
康
は

「
非
対
立
」
と
い
う
、
西
洋
医
学
（
科
学
の
「
心
身
分
離
」）
と
の
二
つ

の
大
き
な
相
違
点
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
敗
戦
後
の
科
学
的
教
育
は
、
理
性
至
上
主
義
教
育
で
あ
り
、

理
性
に
偏
っ
て
発
達
し
た
現
代
の
日
本
人
に
は
、「
う
つ
的
症
状
」

を
抱
え
る
人
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
先
進
諸
国
に
共
通
し
て
見
ら
れ

る
こ
の
傾
向
は
、「
近
代
自
我
」
の
二
元
状
態
（
理
性
と
感
情
の
対
立
）

に
よ
る
影
響
で
す
。

『
野
口
整
体
と
科
学　

活
元
運
動
』
第
一
部 

第
三
章 

三
２

　

西
洋
文
明
・
近
代
科
学
の
元
に
は
、「
対
立
」
が
あ
り
「
支
配
」

が
あ
る
の
で
す
。
今
回
、
近
代
科
学
の
哲
学
性
を
勉
強
で
き
た
こ
と

は
、『
病
む
こ
と
は
力
』
の
終
章
を
「
日
本
の
身
体
文
化
を
取
り
戻
す
」

と
し
た
こ
と
に
、
理
論
的
な
裏
付
け
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

東
洋
宗
教
文
化
（
瞑
想
法
）
が
何
ら
体
得
さ
れ
な
い
ま
ま
で
は
、

野
口
整
体
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。
野
口
整
体
は

「
人
間
の
自
然
」
を
理
解
し
、
こ
れ
と
共
存
、
さ
ら
に
は
自
然
を
活

0

0

0

0

か
す

0

0

と
い
う
、
東
洋
宗
教
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
思
想
と
身
体
行
な
の

で
す
。


